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建造物研究室・平城宮跡発掘調査部

1966年度から始められた緊急民家調介は，本年度は青
森・秋田・長野・静岡・宮崎の５県についておこなわ
れ，このうち，当研究所は寓崎県の調査を扣淌し，沢Ｈ
・寓沢・宮本・村上・細｡ほが参加した。調査は各市町村
の教育委員会より提川のあった１次リス|･をもとにして
２次61棟，３次13陳を実轟した。　１次リスl･の回jlxが50
％にとどまり，やむなく未調査地域ができる結!11となっ
たが，それでも寓崎県民家の慨略は捉えられたものと思
われる。以下，調査結豹こもとづく形式の分矧と，簡単
な解説を述べる。
農家Ａ　　部駿の|昭|:切りを梁行力向に設けるのを基

木とする形式で･県中央から北部全域にわたって分布す　　　　第１図　調在民家分布図
る。部屋割りは２ツ割り（I）から，４ツ割り（3）までありい
ずれも隅長平甬iとなるが，正而鯏が比較的聞放的であるのに反し，背而朗|は「戸閾」や「と
こ」などで閉されるのが特徴である。地力や年代によって部分的に多少の差があり, ^iiよ
り11川人った位置に肓敷J,I;･を入れる」也域と入れない地」或があることや，年代が降るに従って
桁行方向にもlnJfl:u』りを設ける傾向があること，などもその一例であるｏ屋根の構造はいた
って甲｡純で，梁間一ばいに梁を渡し合掌をかけ，梁上の棟通りに「くうりよう｡!と呼ぶ平物
を架け屋根は寄陳とするのが晒例である。規畷が大きくなると梁を二重にしたり，梁下に「
うしびき」をいれたりしてより堅固な構造にする。材料はいずれも整形したもので丸太の類
はごく特例のほかは使わない。
農家Ｂ　　土間をもつ「なかえ」と座敷部の「おもて」とを別陳にし，両者を竹の樋をか

けた［てのま］でつなぐ形式のもので，西諸県郡を中心とする県南の山闘部はほとんどこれ
によって占められる。「なかえ」は土間と，いろりのある床上部とにわかれ，間仕切りは一
叨月jいないから「てのま」を含め一空問となる。一力「おもて」は３室（4）や４室（5）で構成さ
れ接客・居(i-:の川にあてられる。屋根はともに寄陳で，「なかえ」は妻を，「おもて」は平
をみせるのが一般的であるから変化ある外観をつくる。年代が降るに従って構架が複雑にな
る餓向があるが「なかえ」の梁組が側まわりの｡４で組｡４合わさお，中柱を省略しているもの
もある（4）。
町屋　　一般的に平入が多く，なかには大規殴なものもある（6）。　妻人は佐土原町に限ら

れ,塗り込めの妻をならべる，まちな･=みは独特の劣|川気をもつ（7）。近々道路拡幅のために毀さ
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れるのは惜Ｌい。

そ
の他　　llの分刄旧ﾀﾄのものに武家雌吸・木帥などがあ

り
，また農家の中でもいわゆる31川収り。旧叩|い)の片知的

なものも含まれる。

上のように農家は人きく二つのタイプに分か,れ，分布も比
較的明確で，Ａは熊本県，Ｂは鹿児島県との|糾引生をもつ。
膿家Ａは今まで奈良県の十津川地方や四岡の背梁部などと

ともに山間部の一典型とされていたが，平野部にも存在して

第２図　民家の景観　　　　
廴ヽることを知った。

瀕二｡|杵邵高千穂lllf　　　　膿家Ｂは「なかえ」「おもて」の建立年代の揃っている場
合が少なく，このことは比較的jl日||に分翩|・接合がおこなわれてきたことを物語る。
県下を通じ建立年代の古いものは少なく，ほとんどが19111:紀以降で，わずかに数棟18111:紀

に入るものがあるにすぎない。特に農家Ａのうち３分割以上の規1=倚のものは19111:紀前自こqS
中しそれよりさかのぼるものはな1ヽ。
年紀の資料のあるものも少なく，今|･llの調査では天明７年（1787）札刻銘五ヶ抑】」遲田平川氏

宅，寛政12年（1800）伐瓦銘延陣|湘良功氏宅，文化２年(1805)戸j･l･y,’1銘高原IIlf竹之下延ｙ氏宅，
安政３年（1856）戸蒿I叭佐土原IIlf六肢ぶ蔵氏宅の４例を｡４いだしたのみであった。
未調査地域が東ﾛﾄﾞ|;祁東部，児湯・西,刮IIUIIS境，県南端といくっかのブロック状になった

ため，農家Ａ・Ｂの接点での分布，農家Ｂの南限など不ll」な点も釟ヽ ｡今筱の調在によって
咄充さ,れることが剛まれる。　　　　　　　　　　　　　　　（細見　啓三E）
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